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戦災孤児で幼時に被災して生殖能力を失っていたのだった。つまりこの兄・姉たちはすべてイワオと血の繋がりはない。唖然とする全員。しか それ以上 イワオは言わないし、子供たちもそれぞれ一家 構え いる立派な大人だからそれ以上は追及しない。血 繋がっていなくても、親子 親子だし兄妹は兄妹だ
イワオはもちろん子供たちも一切言わないし聞かない
けど、おそらくこの七人の ども達 不幸な母子家庭だった母子をサクラダ家に入籍 て養育したのだろうと想像できる。年越し蕎麦をカレーライスにするイワオ優しい心情。
頑固でわがままで自分勝手で暴力的な父親像はひっく















を創る「美術表現を使ったポスター、音楽を使ったＣＭ、短詩を使った標語」とは僕が良くいう芸術表現を巧みに現実利用した例なのだが、今回のこの演劇表現もまさにその一種であった。現実の人間関係を上手く使って〝人間創りをする〟という目的というか、そのために演劇を利用する だが、そこに厳然として〝演劇として充分な存在価値がある舞台 が出来ている だ。逆に言うと、劇という表現を使って人間の新し 存在を構築する
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だ。（この部分は、この舞台が創られた経緯が詳しく紹介されているが、ここではそれを割愛する）さて、物語は〝鶴の千羽織を巡って人間の欲望の浅ま
しさがテーマであり 不条理な人間模様、そして純粋な子どもの淡い恋心〟 （作者のコメント要約）の具体化である。単純だが根本的なテーマを、参加者全員に上手く配役して、舞台の隅々ま 隙のない一時間三〇分が堪能出来た。
鶴の化身〝つう〟は、最後にはお爺が欲に惑わされた
ことに失望して、この老夫婦に別れを告げたが、そもも、 この老夫婦は〝つう〟 命を助け世話をした〝つう〟の恩人なのだ。
それから一〇年後、 〝つう〟 の娘 〝あや〟 、 かつて母 〝つ
う〟 がお世話になった、 あの老夫婦のその後が心配に って訪ねて来るところからこの物語は始まる。既 七年前にお爺は亡くなって お婆が だ一人で誠実に暮らしていた。
お婆の在所で行き所に迷った〝あや〟を不審に思った














「まほろば」に狂的に憧れる悲劇「まほろば」という日本語の古語は、 「理想郷（ユートピア） 」 、 「桃源郷」などと同じようだと思 が、 『広辞苑』によると「理想郷」はある目的を持って創り上げようとする場所であり、 「桃源郷」はあり得ない空想上の場所である。それに対して まほろば」は現実にある素晴らしい場所、住みよい場所なのである。舞台は、長崎のある旧家の奥座敷の控えの間。手の込
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なり無理があり不自然だ その中でただ一つ、ナガムツが自分の息子と孫たちの軋轢を紹介して説明する時 、台座と座布団を持ち出しその上に正座 、その息子と孫たちとの状況と経緯を落語調で演じた時だ。これはさすがに面白く、ナガムツの得意技で圧倒した。
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この舞台の主軸は、そういう人間関係のどうにもなら

























確かめ合うの が、舞台はそれを五年ごとの 日間だけで象徴的に表現する。二人だけの二五年間 経過は全く退屈することなく二人の変わらない愛情と変化する身体を見せて行く。
この展開も魅力的だが、演じる村上義典のリアリティ
の強い演技力に魅了された。後で聞いた 先輩 お借りした「イヴァナ・チャバックの演技術」を読んで勉強したと言うことだった。これはスタニスラフスキィの演技論を解説した技術書で、一言でいえば「一八〇〇年ころまでの演技は外見の形 造るのに対して、舞台上の人物の心を演じる俳優 方法論」とでも言おうか だが、それを読ん 実際に稽古して演技力が格段にリアリティを
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もつ演技者になった村上義典クンを凄いと思う。
その後、この舞台は「札幌劇場祭
18」の参加作品
三二作中で大賞となり、加えて村上義典君はただ一人の俳優賞を受賞した。僕は期待が的中して自分の事のように嬉しかった。
ゴドーを待ちながら
　　　
北海道演劇財団・他
一二月二三日
　
hitaru
 クリエイティブスタジオ
原作／サミエル・ベケット
翻訳／安堂信也・高橋康也
　
演出／斎藤歩
　衝撃的なインパクトこの古典的名作は、これまでに二四年前の九四年四月
から九年前の〇九年一二月までに四回の観劇記録があった。それらは四回とも、すべてこの戯曲を端的に表現ていない、何か意識的に作り込んだもどかしさが延々と書かれている。
それが今日の五回目に観たこの 『ゴドーを待ちながら』
を観て衝撃的なインパクトをうけたのは何故か？
 人間
と社会の構造がリアルに了解できるのは何故なのだろうか？
 
いきなりエストラゴンの存在とヴラディミールの登場
が僕の心に切り込んできた。そして二人の何かを期待し
て待っているという心情、ポッツオとラッキィが対立関係にある人々や社会組織の構造などをこの四人を観ているとと もリアルに了解できる。
それは恐らく単純なことだと思う。 出演の四人の演技、
特にエストラゴンの内面的な心情の発露と、それに対するウラディミールの心情を超えた肉体的な発散の演技の対立が壮観だ。しかもリアルなのだ。だからポッツオとラッキィも生きて絡んでくる。
とにかく重厚でコミカルで訴求力が強い の舞台は
十二分に期待した以上に、今年一番 魅力を魅せてくれた後々に残る名舞台だったと思った。
